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≪ご挨拶≫

株式会社日本オーエスジーは1982年創業以来、工業用ｺﾞﾑ加工を主体として歩んで

まいりました。平成元年に当地芳賀東部工業団地に移転し、機械、機器部品メーカー

として信頼される企業を目指しております。企業の規模も拡大の方向にあり、

平成26年に社屋を増設し、変革は環境に与える影響が大きい事を受け止め、

環境方針を基に、環境活動を展開し、地球環境に優しい企業として

環境への配慮も企業活動の大きな役割としてとらえ新たな一歩を歩み出しました。

この度の取り組みをご高覧の上、ご指導、ご指摘をいただき次の環境活動に生かして

行きたいと存じます。

株式会社　日本オーエスジー

代表取締役社長

大嶋　桂吉

≪目次≫

１.　環境経営方針　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 P-1

2.　事業活動の規模　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 P-2

3.　EA21推進体制　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 P-3

4.　環境経営目標とその実績　　　　　　　　　　　 P-4

5.　環境経営計画の取組計画と評価 P-5

6.　環境関連法規制の遵守　　　　　　　　　　　　　 P-6

7.　代表者による全体の評価と見直し・指示　　　　　　　　　　　　　　 P-6

環境経営レポート

株式会社　日本オーエスジー

【レポートの対象期間：2021年9月～2022年8月】



【基本理念】

株式会社日本オーエスジーはかがえのない地球環境を守る事が人類共通の最重要

課題と認識し、全ての事業活動を通じて地球環境に配慮した事業活動に努めます。

【基本方針】

当社の主力事業である、工業用ゴム製品の加工、製作から各領域に於いて、

技術的、経済的な事情を考慮の上、環境マネジメントシステムを構築し環境負荷を

軽減するとともに環境に配慮した継続的な活動を展開します。

1.環境保全活動を推進するにあたり、以下に主な活動項目を掲げ取り組みます。

①事務所、設備に関わる電気及び自動車に関わる化石燃料の削減に

　努めます。

②事業活動で発生する廃棄物は発生を抑制するとともにリサイクルの

　向上に努めます。

③限りある水は、節水に努め、使用量削減に努めます。

④環境に配慮した購買及び製造に努めます。

2.環境関連法、環境関連規制を遵守致します。

3.当社の環境への取組は、社内外に公表し地域社会とのコミュニケーションを

　図ります。

大嶋　桂吉

代表取締役社長

１．環境経営方針

2019年9月10日

株式会社　日本オーエスジー



1．　事業所及び代表者名

株式会社 日本オーエスジー

代表取締役社長　大嶋　桂吉

2．所在地

本社 　〒371-0122　群馬県前橋市小坂子町921-6

倉庫 　〒371-0216　群馬県前橋市粕川町込皆戸275-8

3．環境保全関係の責任者及び担当者連絡先

代表責任者　　　：　代表取締役社長　　大嶋　桂吉

環境管理責任者　：　営業部　課長　　　井上　聡宏

担当　　　　　　：　ＥＡ２１事務局    井上　聡宏

TEL　：　027-269-8385

FAX　：　027-269-8376

4．対象範囲

株式会社日本オーエスジー　全組織及び全活動

5．事業の内容

工業用ゴムの加工、販売

6．事業規模

人

㎡

272

20

281

20

1,960 1,960

２．事業活動の規模
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活動規模 単位
2018年9月～
2019年8月

2021年9月～
2022年8月

売上高

従業員数

延べ床面積

百万円



※井上 ※星野

J吉澤 茂木 芳賀 J笛木 森田 下田

幸田 高野辺 落合 堀込 谷 大塚

六本木 松永 尾山 森田望

最高責任者 【代表取締役　大嶋　桂吉】

①環境管理責任者をはじめ、必要な責任者を任命する。該当責任者

　には、現在の責務に関わりなく、兼任で責任と権限を明示する。

②エコアクション21の構築・運用･維持に必要な経営諸資源（人材・

　資金・機器・設備・技術・技能を含む）を準備する。

③環境経営方針を制定する。

④エコアクション21の構築･運用に関する情報を収集し、環境経営方針・

　改訂を指示する。

環境管理責任者 【井上　聡宏】

①エコアクション21に関する経営諸資源の合理的･効果的な運用を

　図り、目的を達成するために環境委員会を運営する。

②エコアクション21の構築と運用を円滑に行い、最高責任者による

　見直しのための情報として、構築･運用に関する情報を最高責任者

　に提供する。

事務局 【井上　聡宏】

①事務局として、環境管理責任者を補佐し、エコアクション21に

　関する実務全般を所管する。

環境委員会 最高責任者･環境管理責任者･事務局･部門長、Jで構成し、最低、年に1回環境管理

責任者が召集する。環境経営目標の設定、環境経営計画の策定及び進捗

管理について協議する。環境管理責任者が必要と認めた者は出席する

ことができる。

SY(節約)部 BB(分別)部

※は部門長、Jは議事、進行のまとめ部門の事務局とする。

職名 役割

　環境経営目標をはじめシステム全体の見直し・指示を行い、必要に応じ

㈱日本ｵｰｴｽｼﾞｰ　エコアクション２１　推進組織図

【最高責任者】
代表取締役社長
大嶋　桂吉

【環境委員会】
【環境管理責任者】

井上　聡宏

【事務局】
井上　聡宏



当社に於ける2018年9月～2022年8月の環境負荷実績を把握し、

2022年度～2024年度迄の目標を下記の通り定め活動を開始しました。

1．環境目標とその実績

＊購入電力の排出係数は、0.474kg-CO2/kWh(東京電力平成28年実績)を使用しています。

2018年度
2022年9月～
2024年8月

2023年9月～
2025年8月

実績 目標 実績 目標 目標

２．主な環境負荷実績

４．環境経営目標とその実績

2021年9月～2022年8月

今年度目標
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2018年9月～2019年8月
(基準年度)

2021年9月～2022年8月

84396

6035

269

75640

7066

中長期の目標

2021年実績
に対して1%
削減

2021年実績
に対して1%
削減

2021年実績
に対して1%
削減

2021年実績
に対して1%
削減

2021年実績
に対して2%
削減

2021年実績
に対して2%
削減

2021年実績
に対して1%
削減

③水資源投入量（㎥）

環境への負荷

2018年
実績に

対して3％
削減

269.20

15.8

0.99 10.03%

51.40%

303

2018年
実績に

対して3％
削減

①二酸化炭素排出量（kg-CO2)

②廃棄物排出量(kg)

-13.25%

13.33%

環境目標

基準値

310

7.180

1.078

達成状況

20.406

①売上高100万円
当たりの二酸化炭
素排出量の削減
(kg-CO2/百万円)

②売上高100万円
当たりの廃棄物削

減
排出量の削減
(kg/百万円)

④本業での取り組
み(売上高100万円
当たり混合廃棄物

の削減)

③売上高100万円
当たりの水資源投
入量の削減(㎥)

25.15

2018年実績
に対して

3％
削減

2021年実績
に対して2%
削減

2018年実績
に対して

3％
削減



＊2021年9月～2022年8月の活動の取組みと評価をしております。

1．二酸化炭素排出量の削減

①適正温度/オンオフ時間の策定

②機械設備オンオフ時間の策定

③エアコン清掃の実施

④エコドライブ推進

⑤社用車の点検・整備

2．廃棄物排出量の削減

①分別ルールの徹底

②廃棄物置場の整備

③産廃業者との契約書の確認

④裏紙使用ルールの徹底

3．水資源投入量の削減

①毎月のメータの確認(漏水防止)

②節水表示(手洗い場・トイレ)

③トイレの節水

４．混合廃棄物の削減

①端材の製品化

②購入量の把握

③端材転用の意識付け
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端材の再利用について社員全員でゴムくずの判別ルール
を検討し、ゴムくずの削減につながるようにしたいと考
えております。

次年度の取組内容

工場内社員におきまして「材料準備は端材から」を徹底
していたのにも関わらず、前年度より売上増加に伴い混
合廃棄物量が増加の結果となりました。　※1㎥/300㎏
にて換算

環境経営計画 環境経営計画の取組結果とその評価

次年度の取組内容

ゴムの端材の活用を課題として社員全員の意見を収集
し、ゴムくずの削減に取り組みたいと考えております。

基準年度より売上増加に伴い、産業廃棄物がかなりの増
加してしました。。一般廃棄物排出量は減少しました
が、ゴム製品の加工増加によりゴムくずが増加したと思
われます。

次年度の取組内容

５．環境経営計画の取組みと評価

次年度の取組内容

基準年度より売上増加しましたが、電力使用量・ガソリ
ン使用量等-13.25と削減する事ができました。照明の
ON/OFF、営業車のエコ運転等実施による効果になると思
います。

未だ原油高により電気、水道、ガスなど化石燃料の値上
げ、ゴム原料供給が不安定な状況下にあり、燃料費の削
減、水光熱費の削減に次年度も取り組んでいきたいと考
えたいと思います。

ウオータージェット加工と手加工で加工可能な製品の判
断を行い、ウオータージェット加工品の減少させる事に
より水使用量を削減したいと考えます。他の加工機導入
も視野に入れて水資源の削減に努めたいと考えます。

前年度より売上増加に伴い、ウオータージェット加工機
による加工増により水使用量増加により削減には至りま
せんでした。



1．当社に適用となる主な環境関連法規

2．環境関連法規への違反、訴訟等の有無

マニフェスト交付状況報告書が提出しておりませんでした。次年度以降対応します。

尚、関係当局よりの違反等の指摘は過去3年間ありません。
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７．代表者による全体の評価と見直し・指示

委託基準（契約書・許可証）、
マニフェスト交付・保存及び交
付状況報告

消防法
消防設備の点検の実施、消防計
画の策定、点検等の履歴の保存

未だ原油高により価格高騰が続いております。今期の結果では電気使用量の削減、
ガソリン燃料等の削減CO2削減ができたと思われます。ただ、売上増加に伴い、ｳｵｰ
ﾀｰｼﾞｪｯﾄ加工機の加工品が増え、ゴムくず等産業廃棄物の削減、水道量の削減には
至りませんでした。
今後の取り組みとしてゴムの端材の有効活用や加工内容の判断により水使用量の削
減、産業廃棄物の削減ができるよう、現場社員の意見を中心にゴムくずの判別ルー
ルを考え、少しでも産業廃棄物の削減ができたらと考えております。
また、電気使用量の削減につきましても空調の温度管理や照明のON/OFF管理を徹底
し、更なるCO2削減につながるように考えていきたいと考えております。

廃棄物処理法 不適

遵法

遵法

６．環境関連法規制の遵守

法規制等の名称

騒音規制法

振動規制法 特定施設の届出

遵守状況

遵法

特定施設の届出

遵守事項


